















































と，遂にパッコスネ1Iの怒りを身に受け，コウモリへと変身させられます (cf.IY. 415). 
以下に引くのは，先に逝った恋人の後を追うティスベーの言葉です(IY.151-153). 
[原文]persequar extinctum letique miserrima dicar / causa comesque tui; quique 
a me morte revelli / heu sola poteras， poteris nec morte revelli. / 
[仏訳]Je te sllivrai all-del主decette vie; on dI!司aqlle j' ai ere la callse deplorable et la 
compagne de ton trepas; 1乱 mortseule. hélas~ Pouvair t'arracher a moi; ru ne pourras 




j京文 i 行 1~1 末尾には 'dicar' (言われる)と受動未来形がj干jし1られていますが，イム伏
では3人称の一般人称を主誌に，能動JI三となっています.rわたくしJ(ティスベー)は





韻律上，たとえば原文 3 行 1~1 途中のコンマの位置には，多く caesura と呼ばれる「句
切れJが来ますが，この caesuraを挟んで 'posseラ(できる)の未完了過去形 (poteras)
と未来Jlj(potel・is)が対置されていて，詰JIHの定まった仏語では訳出不可能な技法が
披露されています.ラテン詩j去の可能性を極限まで追求したオウイデイウスの技量は，
この一節からも十分に感じl;zることができるのではないでしょうか.
(あきやま・まなぶ)
